
■写真・図の説明　【上段左】住高生徒歌碑:食堂東隣の日本庭園にある石碑で59期生の卒業記念寄贈品。新制高校誕生時、校歌が決まらず暫定的に生徒自治会選の歌詞に音楽の寺本節生先
生が作曲されたものが現在も歌い続けられている 【上段中】校章:周囲の星形六角形（六稜:りくりょう）は、旧制住中時代から使われていた。六稜は、住中誕生時に校舎を間借りしていた第一中
学校の北野（現北野高校）の校章で、中の字のデザイン化という。旧制中学は六稜をベースにした校章が多い 【上段右】旧正門:住中時代、この門扉に六稜マークの住中の校章が飾られていた 
【中段左】岸の五本松:住高界隈はかつて松林が広がり、大昔は海もすぐそこに迫っていた。現正門と北運動場の間、阿部野神社の参道沿いに五本の松（現在は4本）が残っていて、この名で親しま
れている。松の後方左は体育館、右は家庭科･理科棟 【中段中】記念ロゴマーク:デザイン·永井一正氏(中22期)/キャッチフレーズ·岩佐倫太郎氏(高18期) 【中段右】伊東静雄先生歌碑:詩人でも
あった住中の伊東先生は、男女共学化で阿部野高校に転勤。立派な歌碑は現校舎の改築に伴い旧正門近くに設けられた“住吉の杜”に移設された。遠方より詩人を偲ぶ方々が訪れることもある 
【下段左】チンチン電車:現阪堺電車。住中～住高･地元住民の交通手段。イラストは、木造部が多い現役最古級の車両。今は後部昇降口を使わないが、かつてはそこで車掌が紐を引き、ベルを
チンチンと鳴らし発射の合図としていた  【下段中】北畠会館:同窓会の80周年事業として建設された同窓会館。卒業生はもちろん、学校･生徒に重宝され、大活躍している  【下段右】現在の正門
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